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Ⅱ 平成２８年度みえスタディ・チェックの結果分析報告（小学校算数） 
 

１ 集計結果 

（１）平均正答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 領域別 

数と計算 量と測定 図形 数量関係 

第４学年 第 1 回 62.0％ 72.4％ 52.7％ 59.6％ 49.5％ 

第５学年 第 1 回 58.5％ 53.4% 46.7% 62.0% 75.7% 

第５学年 第 2 回 47.1% 52.1% 34.8% 47.9% 53.5% 

（２）平均無解答率及び問題形式別平均無解答率  

 平均無解答率 問題形式別 

選択式 短答式 記述式 

第４学年 第 1 回 2.4％ 2.6％ 1.7％ 5.4％ 

第５学年 第 1 回 5.3% 1.4% 4.3% 13.9% 

第５学年 第 2 回 3.4% 2.0% 2.5% 6.9% 

（３）正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童数） 
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（４）設問別集計結果 

① 第４学年 第 1 回 

 

(1)
繰り上がりのある加法「（３
位数）＋（２位数）」の計算
をすることができる

3A
(2)ｱ

○ ○ Ｈ24　A　（１）
Ｈ27　小4 10

月
　１(1)(2)

平成21年～

平成23年

配付の学習教材

第3・4学年　筆算

「たし算とひき算の筆

算」

92.9% 0.1%

(2)
乗法「（２位数）×（１位
数）」の計算をすることがで
きる

3A
(3)ｱ

○ ○
H20　A　１（２）
H26　A　１（２）

Ｈ26　小3 2月
　１

平成21年～

平成23年

配付の学習教材

第3・4学年　筆算

「かけ算の筆算」

87.7% 0.4%

(3)
十進位取り記数法について理
解している

3A
(5)ｱ

○ ○ H20　A　２（１）

平成21年～

平成23年

配付の学習教材

第３・４学年

はしたの表し方

「小数」

70.8% 0.8%

(1)
長さについての感覚が身に付
いている

2B
(1)ｱ

3C
(1)ｳ

○ ○
H21　A　３
Ｈ24　A　５

H26 小2 2月
２(1)

70.6% 0.4%

(2)
日常生活の中で必要となる時
刻を求めることができる

3B
(3)ｲ

○ ○
H27　A　３

H23　A　３（２）

Ｈ27　小4 10月

２（1）

H26 小3 10月

１

平成21年～

平成23年

配付の学習教材

第３・４学年　時こくと

時間

「時こくと時間①」

68.3% 1.5%

(3)
二等辺三角形の定義や性質に
ついて理解している

3C
(1)ｱ

○ ○
H22　A　７

H19　A　６(2)
42.8% 3.1%

(4)
除法の式の意味について理解
している

3A
(4)ｱ

3D
(1)

○ ○
H26　A　８
H19　A　４

Ｈ26　小3 7月
３（2）

平成26・27年度

第3学年

A数と計算

（整数の除法）

「答えをもとめるしき

から、問題を考えよ

う」

87.5% 1.5%

(1)
示された場面の問題を，除法
（商）を用いて解決すること
ができる

3A
(4)ｱ

○ ○
Ｈ26 小4 7月

１

平成21年～

平成23年

配付の学習教材

第３・４学年

かけ算とわり算　「あ

まりのあるわり算②」

58.6% 1.9%

(2)

示された場面から規則性を見
いだし，問題解決のために除
法（余り）を用いることがで
きる

3A
(4)ｱ

○ 〇

平成26年度　37

第3学年

数と計算

（整数の除法）

「すわるじゅんばん

のきまりを見つけよ

う」

64.2% 2.5%

(1)
棒グラフから，必要な情報を
読み取ることができる

3D
(3)ｱ

○ ○ Ｈ25　Ａ　９
Ｈ27 小4 10月

２(4)
86.0% 1.4%

(2)

目盛りの異なる２つの棒グラ
フの棒の示す大きさを読み取
り，示された事柄の間違いを
説明することができる【理
由】

3D
(3)ｱ

○ ○
Ｈ27 小4 10月

２(4)
15.1% 3.3%

(1)
基本的な空間図形を展開図か
ら構成できる

2B
(1)ｱｲ

2C
(1)ｳ

○ ○ Ｈ22　Ａ　６ 65.5% 3.8%

(2)

示されたきまりを基に３辺の
長さの和を求め，その数が含
まれる範囲を考えて表を読む
ことができる

2A
(1)ｲ
(2)ｲ

2B
(1)ｱｲ

3D
(1)ｱ

○ ○ Ｈ23　B　１ 44.8% 5.8%

(3)

条件に対応して表を読み，示
されたきまりを基に送料を判
断して，その考えを記述する
ことができる【事実】

2B
(1)ｲ
3B

(1)ｴ

3D
(1)ｱ

○ ○ Ｈ23　B　１ 14.1% 7.6%

ワ－クシ－ト

3点セットとの関連

平成26年度　25

第3学年

数量関係

（表や棒グラフ）

「ぼうグラフを読み取

ろう」

正答率 無解答率

4

量
と
測
定

図
形

選
択
式

5

1

2

3

問題形式

問
題
番
号

短
答
式

数
学
的
な
考
え
方

記
述
式

数
量
や
図
形
に
つ
い
て

の
技
能

出題の趣旨

学習指導要領の領域等

数
量
関
係

評価の観点

全国学調の
問題

みえスタディ・
チェックの

問題

数
と
計
算

数
量
や
図
形
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解
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② 第５学年 第 1 回 

 

全国学調の
問題

ワ－クシ－ト

(1)
（２位数）÷（１位数）の除
法の計算をすることができる

3A
(4)ｳ

○ ○ H24　A　１(2)

Ｈ27 小4 10月

　１(3)

Ｈ26 小4 10月

　３

平成26・27年度

第4学年

A数と計算

（整数の除法）

「わり算の商の立て

方をたしかめよう」

93.9% 0.5%

(2)
十進位取り記数法の仕組みに
ついて理解している

3A
(3)ｱ
4A

(5)ｱ

○ ○ H27　A　１(2)
H26 小5　7月

３
58.4% 1.3%

(3)
減法と乗法の混合した整数の
計算をすることができる

4D
(2)ｱ

○ ○ H26　A　１(5)
Ｈ27　小5 10

月
　１(4)

平成21年～

平成23年配付の

学習教材

第3・4学年

計算のきまり

　「計算のきまり①」

82.8% 0.5%

(4)

示された位までの概数にする
際，一つ下の位の数を四捨五
入して処理する方法について
理解している

4A
(2)ｲ

○ ○ H25　A　２
Ｈ27　小5 10

月
　３

平成21年～

平成23年配付の

学習教材

第3・4学年

がい数

「がい数①」

55.8% 0.8%

(1)
補角の大きさを求めることが
できる

4B
(2)ｱｲ

○ ○ H22　A　５(1)
H26 小4　11月

４(2)
61.8% 0.6%

(2)
立方体を展開図から構成でき
る

4C
(2)ｱ
2C

(1)ｳ

○ ○ H27　A　６(2)
Ｈ27　小5　2月

　４(1)

平成26・27年度

第4学年

C図形（図形）

「立方体をつくろう」

66.4% 0.5%

(3)
資料を二つの観点から分類整
理して表された表を読むこと
ができる

4D
(4)ｱ

○ ○ H21　A　８

Ｈ27　小5　2月

　５

H26 小4 11月

３

平成26・27年度

第4学年

D数量関係

（資料の分類整理）

　　「表に整理して説

明しよう」

84.1% 0.5%

(1)
Ｌ字型の図形の面積の求め方
を式で表すことができる

4B
(1)ｲ

4D
(2)ｱ

○ ○ H19　B　１(2)
H26 小4　2月

３(2)
60.3% 8.2%

(2)

示された長方形の台紙を敷き
詰めるために必要なカードの
枚数を求める方法を記述する
ことができる【方法】

4A
(3)ｲ

4B
(1)ｱｲ

○ ○ H21　B　４(2) 38.6% 21.0%

(1)
与えられた条件に合う時刻
を，筋道を立てて考え，時刻
表から選択することができる

3B
(3)ｲ

○ ○ H21　B　３(1)
H27　小4　10

月
　２(1)

平成26・27年度

第3学年

B量と測定

（時間の単位）

「どれだけかかるか

考えよう」

25.1% 11.5%

(2)
示された時間の範囲から，目
的に応じて所要時間の見当を
付けることができる

4A
(2)ｱ

3B
(3)ｲ

○ ○ H24　B　４(2) 38.5% 3.9%

(3)

示された情報を基に必要な量
と残りの量の大小を判断し，
その理由を言葉と数を用いて
記述できる【理由】

4A
(2)ｱ

2B
(2)ｳ

○ ○ ○ H26　B　３(3) 35.3% 4.3%

(1)
開け閉めする棚のとびらの動
きが，円の一部であることを
見いだすことができる

4B
(2)ｱ

3C
(1)ｳ

○ ○ H20　B　1(1)

平成21年～

平成２３年配付の

学習教材

第3・4学年　円 「円」

67.3% 4.8%

(2)

示された解決方法を理解し，
見方を変えた別の解決方法を
考え，それを記述することが
できる【方法】

3C
(1)ｳ

○ ○ ○ H21　B　１(3)
H27　小4　10

月
　２(3)

平成26・27年度

第3学年

C図形（図形）

「ボールがきちんと

入るはこを考えよう」

52.2% 16.5%

5

短
答
式

記
述
式

1

2

3

4

図
形

数
量
関
係

問
題
番
号

出題の趣旨

学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式

数
と
計
算

量
と
測
定

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て

の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解

選
択
式

正答率 無解答率
みえスタディ・

チェックの
問題

3点セットとの関連
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③ 第５学年 第２回 

 

 

(1)
小数の乗法と整数の乗法の関
係を理解している

4A
(5)ｱｳ
5A

(3)ｲｳ

○ ○
H28 小A

1(2)

H28 小5 第1回

1(2)
29.3% 0.4%

(2)
異分母の分数について加法の
計算をすることができる

5A
(4)ｵ

○ ○
H26 小A

1(6)

平成21～23年配付

の学習教5・6年数

と計算「分数のた

し算とひき算①

83.3% 1.3%

(3)
何倍かを求めるために除法が
用いられることを理解してい
る

5A
(3)ｱ

○ ○

H20 小A

4(2)

H26 小B

2(1)

H27 小5 第2回

2
29.8% 2.7%

(4)
除法について，被除数，除
数，商及び余りの関係を理解
している

4A
(3)ｳ

○ ○ H25 小A 3

平成26・27・28年

度第4学年A数と計

算（整数の除法）

「答えをたしかめ

る式から,わり算を

考えよう」

66.2% 1.6%

(1)

異種の２つの量の割合として
捉えられる数量について，そ
の表し方や比べ方を理解して
いる

5B
(4)ｱ

○ ○ H25 小A 4
H27 小5 第2回

3(2)

平成26・27・28年

度第5学年B量と測

定（単位量あたり

の大きさ）「どの

部屋に泊まろうか

な。混み具合につ

いて考えよう。」

31.5% 0.6%

(2)

示された図に即して説明の意
味を理解し，四角形の内角の
大きさの和の求め方を理解し
ている

5C
(1)ｳ

○ ○

H21 小A

5(1)

H24 小A

6(1)

H28 小5 第1回

2(1)

平成21～23年配付

の学習教5・6年量

と測定・図形「図

形の角」

43.0% 4.7%

(3)
Ｌ字形の図形の面積の求め方
を表す式を読み取ることがで
きる

4B
(1)ｲ

4D
(2)ｱ

○ ○
H19 小B

1(2)

H28 小5 第1回

3(1)

平成21～23年配付

の学習教3・4年面

積「面積③」

57.6% 1.3%

(1)
示された３つの棒グラフか
ら，必要な情報を読み取るこ
とができる

3D
(3)ｱ

○ ○

H22 小B

3(1)

H25 小A 9

H25 小B

5(1)

H28 小B

H27 小4 第1回

2(4)

H27 小5 第2回

6(1)

H28 小4 第1回

4(1)

平成26・27・28年

度第3学年D数量関

係（表やグラフ）

「ぼうグラフから

読み取ろう」

32.9% 0.8%

(2)

二次元表の中の数が表す事柄
を２つの項目と単位に着目し
て読み取り，その内容を記述
することができる【事実】

4D
(4)ｱ

○ ○

H22 小B

3(2)

H28 小B

4(2)

H27 小5 第2回

5

H28 小5 第1回

2(3)

平成26・27・28年

度第3学年D数量関

係（資料の分類整

理）「表にして説

明しよう」

68.1% 5.6%

(3)
二次元表に示された数の意味
を考え，棒グラフと関連付け
ることができる

3D
(3)ｱ
4D

(4)ｱ

○ ○

H22 小B

3(3)

H26 小B

2(3)

76.1% 1.0%

(1)
求められる単位に注意し，長
方形の面積を適切に求めるこ
とができる

4B
(1)ｱｲ

○ ○

H24 小A

5(1)

H27 小B

5(1)

H27 小B

5(2)

H27 小5 第1回

2(1)

平成21～23年配付

の学習教3・4年面

積「面積①」

12.8% 3.3%

(2)
示された場面の解決方法を理
解し，別の場面の解決方法を
考えることができる【方法】

3C
(1)ｳ

○ ○

H24 小A 7

H27 小A

5(1)

H28 小B

3(3)

H27 小4 第1回

2(3)

H28 小5 第1回

5(2)

平成26・27・28年

度第3学年C図形

（図形）「ボール

がきちんと入るは

こを考えよう」

52.8% 7.0%

(3)

示された情報を基に休憩時間
を入れながら５試合すること
ができるかどうかを，卓球台
を使用できる時間と比較して
判断し，その理由を言葉と式
を用いて記述することができ
る【理由】

3B
(3)ｲ
5B

(4)ｱ

○ ○ ○

H24 小B

4(2)

H26 小B

3(3)

H28 小5 第1回

4(2)
37.3% 2.9%

(1)

示された解決方法を理解し，
見方を変えた別の解決方法を
考え，それを記述することが
できる【方法】

3D
(2)ｱ
4D

(2)ｱ

○ ○

H20 小B

4(2)

H24 小B

2(1)

H25 小B

2(2)

平成26・27・28年

度第4学年D数量関

係（式による表

現）「問題を読ん

で,１つの式を表し

ましょう」

28.0% 11.8%

(2)
計算の工夫を読み取り，それ
を用いて他の問題に適用する
ことができる

4D
(3)ｱ

○ ○
H19 小B 2

H26 小B

1(2)

H27 小5 第1回

2(4)

平成26・27・28年

度第3学年D数量関

係（四則計算の性

質）「計算のきま

りをたしかめよ

う」

58.0% 6.4%

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て

の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解

選
択
式問

題
番
号

出題の趣旨

学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式

数
と
計
算

1

2

3

4

図
形

数
量
関
係

量
と
測
定

5

3点セットとの関連

正答率 無解答率全国学調
の問題

みえスタ
ディ・

チェック
の問題

ワーク
シート

短
答
式

記
述
式



小算－5 

２ みえスタディ・チェックの課題等、指導改善のポイント 

（１）各教科の具体的な課題等            （○：選択 ◎：短答 ☆：記述） 

  強み（相当数の児童ができている点） 弱み（課題のある点） 

第

４

学

年 

第

１

回 

１(１) 

 

 

１(２) 

 

◎繰り上がりのある加

法「（3 位数）＋（2

位数）」の計算をする

こと。 

◎乗法「（2 位数）×（1

位数）」の計算をする

こと。 

４(２) 

 

 

 

5(３) 

 

☆目盛りの異なる２つの棒グラフの

棒が示す大きさを読み取り、示され

た事柄の間違いを説明すること。 

☆表の見方を理解していること。きま

りに基づいて筋道を立てて考える

こと。（無解答率も高い） 

【問題掲載】 

第

５

学

年 

第

１

回 

1(１) 

 

 

２(３) 

 

 

◎（２位数）÷（１位

数）の除法の計算を

すること。 

○資料を二つの観点か

ら分類整理して表さ

れた表を読むこと。 

４(１) 

 

 

４(３) 

◎与えられた条件に合う時刻を、筋道

を立てて考え、時刻表から選択する

こと。【問題掲載】 

☆示された情報を基に必要な量と残

りの量の大小を判断し、その理由を

言葉と数を用いて記述すること。 

第

５

学

年 

第

２

回 

１(２) 

 

 

 

◎異分母の分数につい

て加法の計算をする

こと。 

 

４(１) 

 

５(１) 

◎求められる単位に注意し、長方形の

面積を適切に求めること。 

☆示された解決方法を基に、見方を変

えた別の解決方法を考え、それを記

述すること。【問題掲載】 

 

（２）全体の傾向 

・基本的な加法、減法、乗法、除法の計算をすることができている。 

・減法と加法の混合した整数の計算をすることができている。 

・資料を二つの観点から分類整理して表わされた表を読み取ることができている。 

・記述式問題の無解答率が高い。特に小学校５年生において高い状況である。 

・グラフから必要な数量を読み取り、示された考え方が正しいかどうかを判断し、その理

由を数学的に表現することに課題が見られる。 

・示された解決方法を理解し、見方を変えた別の解決方法を考え、それを記述することに

課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 



小算－6 

（３）指導改善のポイント 

第４学年 

第１回 

5（３） 

 

 

 

 

第５学年 

第１回 

４（１） 

 

 

 

第５学年 

第２回 

５（１） 

・図や表から必要な情報を読み取り、複数の条件を基に筋道を立てて考え、

その考えを数学的に表現することに課題が見られる。改善するためには、問

題を解決する際に筋道を立てて考え、その筋道を説明できるようにすること

が大切である。また、複数の条件があるいくつかの事象を提示し、それらを

比較する流れを説明する活動を取り入れることが大切である。 

→平成１９年度～２６年度 全国学力・学習状況調査問題より作成したワ

ークシート２３番 

・条件を考慮して筋道を立てて考えることに課題が見られる。 

改善するためには、答えが複数ある問題を取り上げ、すべての答えを見付け

られなかった児童には、問題の解決に必要な条件をすべて考慮できているか

を確認したり、条件と照らし合わせて答えを見直したりする場を設定するこ

とも大切である。 

→平成２１～２３年配付の学習教材３・４年面積「面積」 

・示された解決方法を基に、見方を変えた別の解決方法を考え、それを記 

述することに課題が見られる。改善するためには、日常生活での様々な計 

算の工夫を授業に取り入れ、その式が何を表しているのかを確認するとと 

もに、計算の工夫について話し合う場面の設定が大切である。 

→平成 26・27・28 年度第 4 学年 D 数量関係（式による表現）「問題を

読んで,１つの式を表しましょう」 
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【第４学年 第 1 回 ５（３）の問題】 
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【関連するワークシート】 
平成１９年度～２６年度 全国学力・学習状況調査問題より作成したワークシート２３番 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



小算－11 

【第５学年 第 1 回 ４（１）の問題】 
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【関連するワークシート】 
平成２６・２７年度 第３学年 Ｂ量と測定（時刻や時間の計算）  
「どれだけかかるか考えよう」 
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【第５学年 第２回 ５（１）の問題】 
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【関連するワークシート】 

平成 26・27・28 年度第 4 学年 D 数量関係（式による表現） 

「問題を読んで,１つの式を表しましょう」 

 


